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王
権
と
恋
、
そ
の
物
語
と
絵
画

〈
源
氏
将
軍
〉
徳
川
家
と
『
源
氏
物
語
』
を
め
ぐ
る
政
治
学

は
じ
め
に
　
〈
王
朝
世
界
〉
へ
の
対
峙
1
〈
源
氏
将
軍
〉
徳
川
家
の
選
択

松
島
　
　
仁

　
長
く
続
い
た
戦
乱
を
収
拾
し
、
政
権
の
座
を
獲
得
し
た
徳
川
家
は
、
ま
ず
清
和
源
氏
嫡
流
に
し
て
源
氏
長
者
の
征
夷
大
将
軍
と
い

う
地
位
を
獲
得
す
る
。
当
時
の
武
家
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
構
成
し
て
い
た
『
平
家
物
語
』
的
世
界
観
－
源
氏
本
位
の
〈
源
平
交
替
史
観
〉

と
い
う
枠
組
み
に
自
ら
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
源
義
家
か
ら
頼
朝
、
足
利
将
軍
家
の
流
れ
に
連
な
る
武
家
政
権
の
長
と
し
て

の
正
統
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
征
夷
大
将
軍
は
朝
廷
よ
り
承
認
さ
れ
た
臨
時
的
な
軍
事
政
権
の
長
に
過
ぎ
ず
、
〈
天
下
人
〉
と
し
て
織
豊
政
権
を
相
対
化

し
、
朝
廷
や
寺
社
勢
力
な
ど
の
伝
統
的
な
権
門
に
対
峙
し
て
い
く
た
め
に
は
充
分
な
地
位
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
徳
川
家

は
、
自
ら
を
天
皇
と
並
ぶ
、
も
う
一
つ
の
伝
統
的
権
威
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
不
安
定
な
地
位
の
克
服
に
努
め
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
本
来
的
に
は
三
河
地
方
の
新
興
勢
力
に
過
ぎ
な
か
っ
た
徳
川
家
は
、
そ
の
出
自
も
清
和
源
氏
で
は
な
く
、
伝
統
的
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権
威
は
お
ろ
か
武
家
棟
梁
た
る
に
相
応
し
い
血
統
的
な
由
緒
も
も
ち
得
な
か
っ
た
。
徳
川
家
は
家
系
図
の
操
作
を
通
じ
て
自
ら
を
清

和
源
氏
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
天
皇
家
や
摂
関
家
と
の
婚
礼
－
聖
婚
を
通
じ
血
統
の
貴
種
化
を
試
み
た
。

　
徳
川
家
に
と
っ
て
は
、
文
化
の
貴
種
化
、
つ
ま
り
朝
廷
が
独
占
し
て
き
た
圧
倒
的
な
文
化
伝
統
を
相
対
化
す
る
徳
川
家
独
自
の

カ
ノ
ン

〈
古
典
〉
の
構
築
も
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
。
和
歌
・
物
語
な
ど
の
文
藝
や
そ
の
注
釈
、
美
術
、
音
楽
、
祭
祀
、
儀
礼
、
有
職
故
実
そ
の

他
諸
々
を
含
む
文
化
伝
統
1
〈
王
朝
世
界
〉
が
新
し
い
〈
王
権
〉
徳
川
将
軍
に
よ
り
収
奪
さ
れ
、
読
み
替
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
徳
川
将
軍
は
楽
所
の
管
理
、
つ
ま
り
音
楽
の
支
配
を
通
じ
古
代
中
国
の
聖
王
や
延
喜
・
天
暦
の
聖
代
に
連
な
る
理
想
的
な
為
政
者

と
な
り
（
－
）
、
〈
和
歌
神
〉
と
し
て
す
で
に
神
格
化
さ
れ
た
藤
原
定
家
の
日
記
『
明
月
記
』
の
大
規
模
な
書
写
事
業
（
2
）
に
よ
り
和
歌
を
主

宰
す
る
帝
王
た
り
得
よ
う
と
し
た
。

　
徳
川
将
軍
家
の
始
祖
で
あ
る
家
康
は
、
伊
勢
の
天
照
大
神
を
も
凌
ぐ
国
家
神
ー
東
照
大
権
現
と
な
る
と
と
も
に
、
東
照
大
権
現
を

戴
く
日
光
山
は
、
鎮
護
国
家
を
標
榜
し
て
き
た
中
世
的
な
寺
社
勢
力
を
従
属
さ
せ
つ
つ
徳
川
日
本
に
お
け
る
祭
祀
の
中
心
と
し
て
の

地
位
を
獲
得
し
、
伝
統
的
な
祭
祀
構
造
は
徳
川
将
軍
家
に
よ
り
再
編
さ
れ
る
（
3
）
。

　
こ
う
し
た
な
か
臣
籍
降
下
し
た
天
皇
の
息
子
、
す
な
わ
ち
賜
姓
源
氏
の
栄
華
と
豪
奢
、
王
権
纂
奪
の
物
語
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』

は
、
源
氏
長
者
と
し
て
源
氏
家
の
頂
点
に
立
っ
た
徳
川
将
軍
家
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
王
権
の
正
統

性
を
照
ら
し
出
す
テ
ク
ス
ト
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
〈
読
み
〉
が
徳
川
将
軍
家
に
よ
り
独
占
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
そ
の
文
化
戦
略
の
な
か
に
確
認
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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第
一
章
　
〈
歴
史
〉
、
〈
先
例
〉
と
し
て
の
『
源
氏
物
語
』
1
王
権
に
よ
る
〈
読
み
〉
の
道
程

　
藤
壺
と
の
許
さ
れ
ざ
る
恋
に
よ
り
儲
け
た
不
義
の
子
を
天
皇
の
位
に
つ
け
、
栄
華
と
豪
奢
を
恣
に
し
、
終
に
は
「
准
太
政
天
皇
」

と
し
て
名
実
と
も
に
天
皇
を
凌
ぐ
存
在
と
な
っ
た
光
源
氏
の
王
権
謂
『
源
氏
物
語
』
は
、
成
立
以
降
、
そ
の
時
々
の
政
権
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
〈
読
み
〉
が
施
さ
れ
、
規
範
と
す
べ
き
先
例
－
歴
史
と
さ
れ
て
き
た
。

　
白
河
院
ら
院
政
期
の
治
天
や
平
家
一
門
、
後
嵯
峨
院
、
後
醍
醐
天
皇
、
足
利
義
漏
な
ど
王
朝
政
治
の
改
革
者
は
、
そ
の
王
権
の
正

統
性
を
補
完
す
る
た
め
、
壮
大
な
「
青
海
波
」
舞
を
伴
う
朝
観
行
幸
（
「
紅
葉
賀
」
）
と
い
っ
た
光
源
氏
の
王
権
を
象
徴
す
る
事
績
を
模

倣
し
た
（
三
。
な
か
で
も
未
曾
有
の
王
権
纂
奪
を
企
て
没
後
「
准
太
政
法
皇
」
の
位
を
贈
ら
れ
た
足
利
義
滞
が
、
光
源
氏
の
王
権
の
舞

台
・
六
條
院
を
彷
彿
と
さ
せ
る
壮
麗
な
王
朝
風
御
殿
を
建
て
、
後
小
松
天
皇
の
義
父
と
な
り
、
や
が
て
は
自
ら
の
子
・
義
嗣
を
即
位

さ
せ
よ
う
と
準
備
す
る
な
ど
、
生
涯
の
節
々
に
お
い
て
光
源
氏
を
演
じ
て
い
た
こ
と
は
（
5
）
、
〈
王
朝
世
界
〉
と
対
峙
し
た
武
家
政
権
に

よ
る
『
源
氏
物
語
』
の
歴
史
化
・
先
例
化
と
い
う
意
味
で
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
〈
読
み
〉
の
政
治
性
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
の
注
釈
活
動
に
つ
い
て
も
看
過
で
き
な
い
。
注
釈
と
は
権
威
化
し
た

　
　
　
　
　
カ
ノ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル

テ
ク
ス
ト
ー
〈
正
典
〉
の
〈
読
み
〉
の
方
位
を
確
定
す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
極
め
て
政
治
的
か
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
的
な
行
為

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
顕
著
な
例
は
、
〈
王
朝
世
界
〉
の
文
化
が
著
し
く
政
治
色
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
を
帯
び
、
そ
の
覇
権
が
争
わ
れ
た
鎌
倉
か
ら
南

北
朝
時
代
に
み
ら
れ
る
。

　
前
に
述
べ
た
よ
う
に
後
嵯
峨
院
は
、
「
紅
葉
賀
」
に
描
か
れ
た
「
青
海
波
」
舞
を
再
現
し
た
が
、
そ
れ
は
後
深
草
院
と
亀
山
院
と
い

う
彼
の
二
人
の
息
子
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
た
（
6
）
。
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
関
係
に
あ
っ
た
こ
の
兄
弟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
明
院
・
大
畳
寺
両
皇
統

の
祖
と
な
り
、
以
後
、
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
そ
の
正
統
性
が
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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一
方
、
鎌
倉
の
地
へ
は
、
後
嵯
峨
院
の
も
う
一
人
の
息
子
・
宗
尊
親
王
が
宮
将
軍
と
し
て
送
り
込
ま
れ
、
〈
王
朝
世
界
V
の
文
化
も

移
植
さ
れ
る
。
宮
将
軍
周
辺
で
は
大
規
模
な
源
氏
物
語
絵
制
作
が
企
画
さ
れ
る
傍
ら
（
7
）
、
源
光
行
・
親
行
親
子
に
よ
り
『
源
氏
物
語
』

　
　
　
　
　
テ
ク
ス
ト

の
権
威
あ
る
証
本
・
河
内
本
が
校
訂
さ
れ
た
。
彼
ら
は
同
時
に
五
十
四
巻
か
ら
成
る
注
釈
書
『
水
原
抄
』
も
作
成
し
、
そ
の
一
部
は

『
原
中
最
秘
抄
』
と
し
て
今
日
に
伝
わ
る
。
源
親
行
の
弟
・
素
寂
は
、
持
明
院
統
の
宮
将
軍
と
し
て
立
て
ら
れ
た
久
明
親
王
に
献
上
す

る
た
め
、
注
釈
書
『
柴
明
抄
』
を
撰
述
し
た
。

　
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
、
両
皇
統
を
戴
き
覇
権
を
争
っ
た
南
朝
と
北
朝
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
源
氏
学
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
は
南
朝

で
は
長
慶
天
皇
の
『
仙
源
抄
』
、
北
朝
で
は
四
辻
善
成
の
『
河
海
抄
』
と
い
う
注
釈
書
に
結
実
す
る
。
と
く
に
従
来
の
注
釈
書
を
集
大

成
し
、
物
語
中
の
桐
壺
帝
を
実
在
の
醍
醐
天
皇
に
比
す
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
〈
准
拠
〉
説
を
確
立
し
て
『
源
氏
物
語
』
の
歴
史
化
・
先

例
化
に
大
き
く
与
っ
た
『
河
海
抄
』
が
、
将
軍
・
足
利
義
詮
に
献
上
す
る
目
的
で
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
長
慶
天
皇
に
よ
る
『
仙
源
抄
』
は
、
い
ろ
は
順
の
『
源
氏
物
語
』
語
彙
辞
典
と
し
て
今
な
お
古
典
的
地
位
を
保
つ
。
南
北
朝
合
体

の
の
ち
『
仙
源
抄
』
は
、
長
慶
天
皇
の
旧
臣
・
耕
雲
に
よ
り
書
写
さ
れ
、
足
利
義
持
に
献
上
さ
れ
た
。
こ
れ
を
南
朝
・
北
朝
の
源
氏

学
の
合
体
（
8
）
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
活
動
は
、
皇
統
の
正
統
性
を
保
証
す
る
極
め
て
政
治
的
な
行
為
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
南

北
朝
を
統
合
し
公
武
合
体
政
権
の
頂
点
に
立
っ
た
足
利
将
軍
家
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
〈
読
み
〉
を
集
大
成
し
、
そ
の
独
占
を
企
て
た

の
で
あ
る
。

第
一
一
章
　
〈
源
氏
将
軍
〉
徳
川
家
の
文
化
戦
略
と
『
源
氏
物
語
』

足
利
将
軍
家
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
の
〈
読
み
〉
の
独
占
は
、
〈
源
氏
将
軍
〉
と
し
て
そ
の
跡
を
襲
っ
た
徳
川
将
軍
家
（
9
）
に
と
っ
て
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重
要
な
先
例
と
な
っ
た
。

　
新
出
資
料
「
源
氏
三
ヶ
秘
抄
」
は
（
・
。
）
、
①
廣
橋
兼
宣
の
日
記
『
兼
宣
卿
記
』
鷹
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
四
月
十
五
・
十
六
日
條
、

②
後
小
松
院
の
女
房
奉
書
、
③
『
源
氏
物
語
』
の
秘
説
を
記
し
た
資
料
、
の
三
部
か
ら
な
る
も
の
で
、
将
軍
・
足
利
義
持
の
依
頼
に

よ
り
後
小
松
院
が
武
家
伝
奏
・
廣
橋
兼
宣
を
通
じ
て
勅
許
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
秘
説
と
そ
の
や
り
と
り
の
記
録
で
あ
る
。
「
源
氏
三
ヶ

秘
抄
」
の
末
尾
に
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
四
月
二
十
七
日
の
三
條
西
實
枝
に
よ
る
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
池
田
和
臣
氏
は
、
こ

れ
を
源
氏
学
を
家
の
学
問
と
し
た
三
條
西
實
枝
が
参
考
の
た
め
に
写
し
た
も
の
と
し
て
い
る
（
u
）
。

　
な
お
慶
長
九
年
三
月
朔
日
に
は
、
内
裏
の
小
御
所
に
お
い
て
、
そ
の
實
枝
を
発
起
人
と
し
て
後
陽
成
天
皇
の
『
源
氏
物
語
』
講
釈

が
開
始
さ
れ
て
い
る
〔
1
2
）
。
同
じ
日
、
徳
川
家
康
は
、
上
洛
の
た
め
駿
府
を
発
ち
、
三
月
二
十
九
日
伏
見
に
到
着
、
四
月
朔
日
に
は
武

家
伝
奏
の
廣
橋
兼
勝
と
渤
修
寺
光
豊
に
対
面
、
六
月
十
日
に
は
二
條
城
に
入
り
、
同
二
十
二
日
参
内
し
て
い
る
（
1
3
）
。
慶
長
九
年
の
春

か
ら
夏
に
か
け
て
、
後
陽
成
天
皇
の
源
氏
講
釈
と
家
康
の
上
洛
が
同
時
平
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
前
年
の
慶
長
八
年
四
月
、
家
康
は
征
夷
大
将
軍
と
源
氏
長
者
に
就
任
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
有
職
故
実
や
文
藝
に
通
じ
た

細
川
幽
齋
を
ブ
レ
イ
ン
に
迎
え
、
足
利
将
軍
家
の
礼
式
に
範
を
と
り
〈
源
氏
将
軍
〉
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
図
る
こ
と
に
な

る
（
4
1
）
。
そ
う
し
た
家
康
に
と
っ
て
足
利
義
持
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
の
秘
説
の
収
奪
は
、
特
別
な
先
例
と
認
識
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

逆
に
天
皇
サ
イ
ド
か
ら
い
え
ば
、
『
源
氏
物
語
』
の
秘
説
勅
許
は
、
武
家
を
文
化
的
に
従
属
さ
せ
る
た
め
の
権
力
装
置
で
も
あ
っ
た
（
1
5
）
。

家
康
上
洛
と
揆
を
一
に
し
た
後
陽
成
天
皇
の
源
氏
講
釈
は
、
新
将
軍
・
家
康
に
対
す
る
伝
統
的
権
威
の
側
か
ら
の
文
化
的
な
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
れ
に
鑑
み
る
と
き
、
後
小
松
院
に
よ
る
足
利
義
持
に
対
す
る
秘
説
勅
許
の
過
程
を
詳
細
に
記
録
し
た
「
源
氏
三
ヶ
秘
抄
」
は
、

後
陽
成
天
皇
と
徳
川
家
康
の
間
で
似
た
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
必
要
に
迫
れ
ら
れ
た
か
、
そ
う
な
る
事
態
を
予
測
し
つ
つ
書
き
写
さ

れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。
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一
方
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
七
月
、
豊
臣
家
を
滅
ぼ
し
「
禁
中
垣
公
家
諸
法
度
」
を
公
布
し
た
家
康
は
、
そ
の
直
後
、
源
氏
長

者
の
家
筋
で
あ
っ
た
村
上
源
氏
中
院
流
の
若
き
源
氏
学
者
・
中
院
通
村
を
召
し
、
『
源
氏
物
語
』
「
初
音
」
巻
を
講
釈
さ
せ
る
（
聡
）
。
中

院
通
村
は
そ
れ
ま
で
の
注
釈
書
の
集
大
成
と
も
い
え
る
『
眠
江
入
楚
』
を
著
し
た
中
院
通
勝
の
嫡
男
で
あ
り
、
中
世
源
氏
学
の
正
統
・

三
條
西
流
の
継
承
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
源
氏
講
釈
を
新
し
い
源
氏
長
者
に
対
す
る
か
つ
て
の
源
氏
長
者
筋
の
服
属
儀

礼
（
η
）
、
徳
川
将
軍
家
に
よ
る
中
世
源
氏
学
、
つ
ま
り
〈
読
み
〉
の
正
統
の
収
奪
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
同
じ
時
期
、
家
康
は

吉
田
神
道
の
継
承
者
・
神
龍
院
梵
舜
か
ら
も
神
道
の
講
釈
を
受
け
て
い
る
。
豊
臣
家
滅
亡
の
の
ち
、
「
禁
中
鮭
公
家
諸
法
度
」
を
発
布

し
て
〈
王
朝
世
界
〉
に
対
峙
し
た
家
康
は
、
三
條
西
家
の
古
典
学
と
吉
田
家
の
唯
一
神
道
と
い
う
中
世
文
化
の
核
と
な
る
言
説
の
吸

収
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

　
宮
川
葉
子
氏
に
よ
れ
ば
、
源
氏
講
釈
が
行
わ
れ
た
数
寄
屋
の
庭
に
は
、
豊
臣
秀
吉
を
祀
る
豊
國
社
か
ら
伐
採
さ
れ
た
松
の
葉
が
敷
か
れ

た
と
い
う
（
8
1
）
。
豊
臣
家
滅
亡
後
、
豊
國
大
明
神
の
神
号
を
廃
し
秀
吉
を
神
の
座
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
し
た
家
康
は
、
秀
吉
の
俳
名
で
も
あ
っ

た
松
を
踏
み
に
じ
り
、
光
源
氏
の
栄
華
の
絶
頂
を
描
写
し
た
「
初
音
」
巻
を
高
ら
か
に
謡
い
上
げ
、
悦
惚
感
に
酔
い
痴
れ
た
の
で
あ
る
。

　
徳
川
家
康
は
豊
臣
家
滅
亡
前
後
、
『
源
氏
物
語
』
の
権
威
あ
る
本
文
の
一
つ
河
内
本
（
想
、
及
び
現
在
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
《
源

氏
物
語
絵
巻
》
（
隆
能
源
氏
）
も
手
中
に
収
め
る
。
こ
の
本
文
と
絵
巻
は
の
ち
に
尾
張
の
徳
川
義
直
、
す
な
わ
ち
弟
の
頼
宣
や
頼
房
と

と
も
に
清
和
源
氏
嫡
流
に
相
応
し
い
名
が
与
え
ら
れ
、
御
三
家
筆
頭
と
し
て
将
軍
家
を
補
佐
す
る
こ
と
に
な
る
家
康
の
息
子
に
分
配

さ
れ
る
。
徳
川
将
軍
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
や
注
釈
書
、
絵
巻
類
を
収
集
・
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
〈
読
み
〉
の
独
占
を
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ガ
リ
ア

て
、
そ
れ
ら
権
威
化
し
た
テ
ク
ス
ト
は
家
の
宝
器
と
し
て
そ
の
正
統
性
を
保
証
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
く
読
み
V
を
独
占
し
た
徳
川
将
軍
は
、
自
ら
の
身
体
で
光
源
氏
を
演
じ
、
王
権
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
ご

　
二
代
将
軍
・
徳
川
秀
忠
は
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
、
女
・
和
子
を
後
水
尾
天
皇
に
入
内
さ
せ
、
光
源
氏
や
源
頼
朝
の
故
事
を
忠
実
に

踏
ま
え
な
が
ら
外
戚
の
地
位
を
手
に
入
れ
る
。
ま
た
秀
忠
は
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
、
息
子
で
あ
る
三
代
将
軍
・
家
光
と
と
も
に
大
軍
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を
率
い
て
上
洛
し
、
〈
天
皇
の
庭
〉
神
泉
苑
を
大
幅
に
切
り
取
っ
た
う
え
（
2
0
）
壮
麗
に
改
築
さ
れ
た
二
條
城
（
3
に
後
水
尾
天
皇
を
迎
え

る
。
足
利
義
満
や
豊
臣
秀
吉
、
そ
し
て
光
源
氏
の
故
事
を
踏
ま
え
た
こ
の
行
幸
の
模
様
は
、
一
代
の
盛
儀
と
し
て
屏
風
絵
や
絵
巻
、

古
活
字
版
・
整
版
と
し
て
板
行
さ
れ
た
絵
入
り
の
行
幸
記
な
ど
に
も
記
録
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
一
連
の
儀
式
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と

な
っ
た
の
が
、
天
皇
以
下
、
宮
廷
の
構
成
員
を
総
動
員
す
る
形
で
上
演
さ
れ
た
「
青
海
波
」
の
舞
だ
っ
た
（
鎗
）
。

　
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
五
月
十
九
日
に
は
、
四
代
将
軍
・
徳
川
家
綱
に
よ
り
、
江
戸
城
内
で
舞
楽
が
催
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
「
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
し
ろ

海
波
」
が
上
演
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
二
條
城
行
幸
以
来
四
十
年
ぶ
り
の
再
演
で
あ
っ
た
（
2
3
）
。
こ
の
「
青
海
波
」
は
四
十
人
の
垣
代
を

伴
う
壮
大
な
も
の
で
、
光
源
氏
の
「
青
海
波
」
（
峯
を
忠
実
に
踏
襲
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
前
の
月
の
四
月
に
は
、
日
光
に
お
い
て
家

康
、
つ
ま
り
伊
勢
の
天
照
大
神
と
並
ぶ
国
家
神
と
な
っ
た
東
照
大
権
現
の
五
十
回
忌
法
要
が
盛
大
に
営
ま
れ
て
い
る
。
寛
文
五
年
は

家
綱
政
権
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
嚴
有
院
殿
御
實
紀
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
青
海
波
」
上
演
か
ら
七
日
後
の
五
月
二
十
六
日
、
家
綱
は
楽
人
た
ち

に
扶
持
を
与
え
、
自
ら
の
管
理
下
に
置
く
（
2
5
v
。
王
権
の
証
で
も
あ
る
音
楽
の
支
配
権
が
、
「
青
海
波
」
上
演
を
機
に
天
皇
か
ら
徳
川
将

軍
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
徳
川
家
綱
の
治
世
は
、
武
断
政
治
か
ら
文
治
政
治
へ
の
転
換
期
と
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
徳
川
政
権
独
自
の
文
化
伝
統
構
築
の

最
終
段
階
に
当
た
り
、
一
種
の
文
化
再
編
事
業
と
も
い
え
る
政
策
が
展
開
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
（
2
6
）
。
六
国
史
以
来
の
正
史
で
、

武
家
政
権
に
よ
る
初
め
て
の
正
史
で
も
あ
る
『
本
朝
通
鑑
』
の
編
纂
は
、
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。

　
家
綱
政
権
の
こ
の
文
化
再
編
事
業
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
天
皇
を
天
皇
た
ら
し
め
て
い
た
く
歴
史
V
と
〈
音
楽
〉
の
支
配
権
も
、
新

し
い
〈
王
権
〉
徳
川
将
軍
に
よ
り
纂
奪
さ
れ
再
編
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
徳
川
家
綱
の
も
と
へ
は
、
そ
れ
ま
で
の
注
釈
書
を
集
大
成
し
、
平
明
に
整
理
し
た
記
念
碑
的
な
注
釈
書
『
湖
月
抄
』
も
、
編
者
・

北
村
季
吟
に
よ
り
献
上
さ
れ
る
。
『
湖
月
抄
』
は
徳
川
時
代
を
通
じ
て
広
く
流
布
し
、
近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
〈
読
み
〉
を
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規
定
し
て
い
く
。
延
寳
元
年
（
一
六
七
三
）
の
践
文
を
伴
う
『
湖
月
抄
』
は
、
早
く
も
延
寳
三
年
頃
に
は
刊
行
さ
れ
る
が
、
家
綱
へ
は

そ
の
前
年
の
延
寳
二
年
二
月
二
十
二
日
に
献
上
さ
れ
て
い
る
（
2
7
）
。
こ
れ
は
恐
ら
く
四
辻
善
成
が
足
利
義
詮
に
『
河
海
抄
』
を
献
上
し

た
故
事
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
行
為
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
季
吟
の
側
か
ら
の
自
発
的
な
献
上
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
源

氏
物
語
』
の
注
釈
書
1
〈
読
み
〉
の
納
め
ら
れ
る
主
体
が
天
皇
で
は
な
く
徳
川
将
軍
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
古
典
学
者
．
季
吟
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ノ
ン

に
働
い
て
い
た
こ
と
、
出
版
に
当
た
り
徳
川
将
軍
の
権
威
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
〔
嬰
、
つ
ま
り
『
源
氏
物
語
』
と
い
う
〈
正
典
〉

の
〈
読
み
〉
が
十
七
世
紀
後
半
す
で
に
徳
川
将
軍
の
威
光
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
伝
統
的
権
威
た
ろ
う
と
し
た
徳
川
将

軍
家
の
文
化
戦
略
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

第
三
章
　
初
期
徳
川
時
代
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
絵
画
化
の
位
相

　
徳
川
将
軍
家
は
、
視
覚
的
な
注
釈
（
2
9
）
と
し
て
の
源
氏
絵
に
つ
い
て
も
、
独
自
の
〈
読
み
〉
を
施
し
て
い
く
。

　
徳
川
将
軍
家
の
源
氏
絵
と
し
て
は
、
ま
ず
内
裏
や
江
戸
城
に
描
か
れ
た
障
壁
画
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
テ
ク
ノ
ク
ラ
　
ト

　
徳
川
将
軍
家
の
技
術
官
僚
で
あ
っ
た
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
七
四
）
は
、
寛
永
・
承
慮
・
寛
文
の
三
度
に
わ
た
り
内
裏
障
壁
画
制
作

を
統
率
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
寛
永
度
で
は
御
記
録
所
「
西
よ
り
一
ノ
ま
」
、
寛
文
度
で
は
小
御
殿
中
段
と
い
う
比
較
的
プ
ラ
イ

ヴ
ェ
ー
ト
な
空
間
に
源
氏
絵
が
描
か
れ
て
い
る
（
3
0
）
。
天
皇
の
日
常
生
活
が
、
将
軍
の
絵
師
・
探
幽
の
図
様
と
様
式
に
よ
る
源
氏
絵
に

囲
い
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
江
戸
城
障
壁
画
に
つ
い
て
は
現
在
、
幕
末
期
の
木
挽
町
狩
野
家
の
当
主
・
狩
野
晴
川
院
養
信
（
一
七
九
六
～
一
八
四
六
）
が
制
作
を
主

導
し
た
天
保
度
の
西
之
丸
御
殿
、
弘
化
度
の
本
丸
御
殿
障
壁
画
の
小
下
絵
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
「
有
方
の
通
り
」
、

つ
ま
り
先
例
を
踏
襲
し
て
い
る
た
め
（
3
1
＞
、
そ
こ
か
ら
探
幽
一
門
が
手
掛
け
た
萬
治
度
造
営
御
殿
の
障
壁
画
の
お
お
よ
そ
を
復
元
す
る
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こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
源
氏
物
語
』
に
取
材
し
た
障
壁
画
は
、
本
丸
御
殿
大
奥
一
之
御
殿
の
上
段
之
間
に
「
初
音
」
、
「
繕
合
」
、
「
若
菓

上
」
が
、
西
之
丸
御
殿
大
奥
対
面
所
の
上
段
之
間
に
「
糟
合
」
、
「
胡
蝶
」
、
「
梅
枝
」
が
、
下
段
之
間
に
「
紅
葉
賀
」
が
金
地
著
色
に

よ
り
描
か
れ
た
。
江
戸
城
に
お
い
て
も
源
氏
絵
は
大
奥
と
い
う
最
も
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
な
空
間
に
限
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
六
條

院
に
お
け
る
光
源
氏
の
栄
華
の
絶
頂
を
描
写
し
た
「
初
音
」
や
「
胡
蝶
」
、
「
梅
枝
」
、
壮
麗
な
「
青
海
波
」
の
舞
を
描
く
「
紅
葉
賀
」
、

王
朝
の
盛
儀
を
伝
え
る
「
絶
合
」
な
ど
に
場
面
が
求
め
ら
れ
る
。

　
江
戸
城
障
壁
画
で
は
そ
の
性
格
上
、
小
画
面
の
源
氏
絵
と
は
異
な
っ
た
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
な
絵
画
空
間
が
図
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
胡

蝶
」
、
「
梅
枝
」
、
「
紅
葉
賀
」
の
一
部
は
、
後
に
述
べ
る
江
戸
狩
野
派
に
よ
る
小
画
面
の
源
氏
絵
と
図
様
を
通
わ
せ
て
い
る
〔
図
1
・
2
〕
。

　
狩
野
探
幽
筆
《
源
氏
物
語
図
屏
風
》
〔
図
1
〕
（
宮
内
庁
蔵
〈
以
下
、
「
宮
内
庁
本
」
と
略
称
〉
）
は
、
寛
永
十
九
年
二
六
四
二
）
、
後
水
尾
院

の
従
弟
．
八
條
宮
智
忠
親
王
と
東
福
門
院
和
子
の
養
女
・
前
田
富
子
の
婚
礼
、
つ
ま
り
天
皇
家
と
徳
川
将
軍
家
の
婚
礼
に
際
し
て
制

作
さ
れ
た
屏
風
で
あ
る
。
六
曲
一
双
の
画
面
は
赤
金
・
青
金
に
よ
る
細
緻
な
装
飾
が
施
さ
れ
た
金
雲
や
す
や
り
霞
に
よ
り
仕
切
ら
れ
、

そ
こ
に
各
帖
か
ら
一
場
面
ず
つ
選
ば
れ
、
計
五
十
四
図
が
描
か
れ
る
。

　
宮
内
庁
本
は
、
人
物
の
顔
貌
に
伝
統
的
な
引
目
鉤
鼻
を
典
拠
と
し
な
が
ら
そ
れ
を
よ
り
平
明
に
解
釈
し
た
よ
う
な
繊
細
な
描
写
が

施
さ
れ
、
衣
装
や
調
度
な
ど
に
は
金
銀
の
盛
上
彩
色
も
伴
う
濃
彩
に
よ
る
細
密
描
写
が
施
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
樹
の
幹
や
水
流
の

描
写
な
ど
で
は
、
墨
の
面
的
表
現
や
筆
触
性
を
生
か
し
た
軽
妙
な
表
現
が
と
ら
れ
、
土
披
や
樹
木
も
瘤
を
強
調
し
た
探
幽
様
で
表
さ

れ
る
。
前
者
の
作
り
絵
に
基
礎
を
お
い
た
細
密
濃
彩
に
よ
る
華
麗
で
平
明
な
様
式
は
、
《
新
三
十
六
歌
仙
画
帖
》
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

を
は
じ
め
と
す
る
歌
仙
画
帖
に
、
後
者
の
説
話
絵
巻
系
統
の
や
ま
と
絵
様
式
や
水
墨
画
の
技
法
を
応
用
し
た
淡
彩
に
よ
る
淡
泊
で
軽

妙
な
様
式
は
、
〈
新
や
ま
と
絵
〉
と
通
称
さ
れ
る
歌
絵
な
ど
に
継
承
・
発
展
し
て
い
く
契
機
を
孕
む
。

　
宮
内
庁
本
の
や
ま
と
絵
様
式
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
《
東
照
宮
縁
起
絵
巻
》
（
栃
木
県
・
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日
光
東
照
宮
蔵
）
と
も
気
脈
を
通
わ
せ
て
い
る
。
翌
寛
永
十
八
年
に
は
、
探
幽
の
統
率
の
も
と
内
裏
の
障
壁
画
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
宮
内
庁
本
に
初
期
的
な
様
相
が
み
ら
れ
る
探
幽
の
や
ま
と
絵
様
式
は
、
《
東
照
宮
縁
起
絵
巻
》
や
内
裏
障
壁
画
な
ど
政
治

性
の
強
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
や
ま
と
絵
系
画
事
が
相
次
い
だ
寛
永
末
年
を
機
に
確
立
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
探
幽
に
よ

り
編
み
出
さ
れ
た
こ
の
二
つ
の
や
ま
と
絵
様
式
は
、
新
し
い
時
代
の
〈
女
絵
〉
と
く
男
絵
V
と
し
て
、
徳
川
将
軍
の
た
め
の
〈
王
朝

絵
画
〉
様
式
と
な
っ
て
い
く
（
3
2
）
。

　
宮
内
庁
本
で
は
、
場
面
選
択
や
図
様
構
成
に
お
い
て
も
探
幽
独
自
の
新
し
い
解
釈
が
施
さ
れ
る
。
そ
れ
は
隆
能
源
氏
を
は
じ
め
、

浄
土
寺
本
や
永
青
文
庫
本
な
ど
室
町
時
代
の
源
氏
絵
扇
面
、
土
佐
光
信
や
そ
の
周
辺
、
光
吉
・
光
則
・
光
起
ら
近
世
土
佐
派
、
永
徳

か
ら
光
信
に
至
る
桃
山
期
狩
野
派
に
よ
る
源
氏
絵
諸
本
を
広
く
参
照
し
な
が
ら
、
よ
り
普
遍
的
で
平
明
な
源
氏
絵
を
目
指
し
た
も
の

で
（
3
3
）
、
そ
れ
ま
で
の
注
釈
書
を
集
大
成
し
た
う
え
分
か
り
や
す
く
整
理
し
た
『
湖
月
抄
』
の
注
釈
態
度
と
も
通
い
合
う
も
の
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
宮
内
庁
本
の
図
様
は
、
源
氏
絵
の
新
た
な
規
範
と
し
て
江
戸
狩
野
派
内
外
に
広
く
流
通
す
る
。

　
木
挽
町
狩
野
家
旧
蔵
で
狩
野
榮
川
院
典
信
二
七
三
〇
～
九
〇
）
の
蔵
印
が
捺
さ
れ
る
狩
野
爾
信
（
一
六
〇
七
～
五
〇
）
筆
《
源
氏
物
語

絵
巻
》
模
本
〔
図
4
〕
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
〈
以
下
、
「
尚
信
筆
模
本
」
と
略
称
〉
）
は
、
各
帖
か
ら
一
場
面
の
み
を
択
び
三
巻
に
ま
と
め
た
作

品
で
、
摂
政
・
二
條
康
道
（
一
六
〇
七
～
六
六
）
以
下
、
堂
上
公
家
の
詞
書
を
伴
う
。
詞
書
筆
者
の
序
列
を
『
公
卿
補
任
』
の
官
位
の
序

列
に
照
合
し
た
結
果
、
省
信
筆
模
本
の
原
本
は
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
か
ら
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
、
つ
ま
り
宮
内
庁
本
と
ほ
ぼ

同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
判
明
す
る
が
、
絵
巻
と
い
う
体
裁
や
規
模
の
大
き
さ
、
詞
書
執
筆
陣
の
豪
華
さ
か
ら
、
恐
ら
く
特
別

な
目
的
の
た
め
に
政
権
の
中
枢
近
く
で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
こ
の
尚
信
筆
模
本
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
本
右
隻
二
十
六
図
（
「
桐
壺
」
～
「
常
夏
」
）
の
う
ち
十
四
図
、
左
隻
二
十
八
図
（
「
簿
火
」
～
「
夢

浮
橋
」
）
の
う
ち
二
十
二
図
の
計
三
十
六
図
の
図
様
が
一
致
し
、
同
一
の
粉
本
に
基
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
近
頃
、
江
戸
に
お
け
る
狩
野
家
の
菩
提
所
・
池
上
本
門
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
篠
原
探
谷
関
係
資
料
に
は
、
狩
野
探
幽
・
尚
信
・
安
信
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（一

Z
一
三
～
八
五
）
兄
弟
の
筆
に
な
る
源
氏
絵
の
模
本
〔
図
5
〕
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
資
料
は
鍛
冶
橋
狩
野
家
に
伝
わ
っ
た
粉
本
を

幕
末
期
の
門
人
・
篠
原
探
谷
が
写
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
全
五
十
四
図
が
尚
信
筆
模
本
と
図
様
を
通
わ
せ
る
。

　
旧
ベ
ル
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
《
源
氏
物
語
模
写
図
巻
》
（
ド
イ
ッ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
・
リ
ン
デ
ン
民
俗
学
博
物
館
蔵
）
は
、
「
桐
壺
」

か
ら
「
行
幸
」
ま
で
の
二
十
九
帖
か
ら
各
一
場
面
を
択
び
一
巻
に
収
め
た
江
戸
狩
野
派
系
の
粉
本
で
あ
る
。
「
紅
葉
賀
」
の
図
様
が
反

転
す
る
な
ど
若
干
の
差
異
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
同
本
に
お
い
て
も
「
夕
顔
」
を
除
く
二
十
八
図
の
図
様
が
尚
信
筆
摸
本
と
図
様
を

通
わ
せ
る
。
な
お
こ
の
「
紅
葉
賀
」
と
「
夕
顔
」
の
図
様
は
、
宮
内
庁
本
と
一
致
す
る
。

　
徳
川
将
軍
の
御
絵
師
を
務
め
た
木
挽
町
並
び
に
鍛
冶
橋
狩
野
家
に
は
、
宮
内
庁
本
系
統
の
図
様
が
粉
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
じ
ソ
ラ
イ
ズ

は
探
幽
や
尚
信
、
安
信
ら
神
格
化
さ
れ
た
〈
始
祖
〉
の
名
前
の
も
と
権
威
化
さ
れ
て
源
氏
絵
の
規
範
と
な
り
、
全
国
に
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
た
江
戸
狩
野
派
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
拡
散
さ
れ
、
再
生
産
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
宮
内
庁
本
や
尚
信
模
本
の
図
様
は
、
江
戸
狩
野
派
以
外
の
画
家
に
よ
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
る
。

　
伊
勢
・
慶
雲
院
旧
蔵
の
《
源
氏
物
語
画
帖
》
〔
図
6
〕
（
三
重
県
・
神
宮
徴
古
館
蔵
）
は
、
宮
内
庁
本
の
制
作
依
頼
者
で
も
あ
っ
た
東
福

門
院
よ
り
下
賜
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
京
都
の
狩
野
派
系
絵
師
に
よ
る
こ
の
作
品
で
は
、
宮
内
庁
本
系
統
の
図
様
が

踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　
《
源
氏
物
語
図
色
紙
貼
付
屏
風
》
〔
図
7
〕
（
ド
イ
ッ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
・
リ
ン
デ
ン
民
俗
学
博
物
館
蔵
）
は
、
土
佐
派
系
の
や
ま
と
絵

師
に
よ
り
寛
文
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
詞
書
は
摂
政
・
鷹
司
房
輔
（
一
六
三
七
～
一
七
〇
〇
）
以
下
の
堂
上
公
家
に
よ
る
。
こ
こ
で

も
若
干
の
改
変
が
加
え
ら
れ
な
が
ら
、
宮
内
庁
本
の
図
様
が
五
十
四
図
中
四
十
図
（
う
ち
四
図
が
宮
内
庁
本
の
み
と
共
通
）
、
爾
信
筆
模
本

系
の
図
様
が
五
十
四
図
中
四
十
九
図
に
わ
た
り
踏
襲
さ
れ
る
が
、
む
し
ろ
ア
レ
ン
ジ
が
施
さ
れ
写
し
崩
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ノ
ン

源
氏
絵
の
〈
本
歌
＞
1
〈
正
典
〉
と
し
て
の
宮
内
庁
本
・
尚
信
筆
模
本
の
位
相
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
ほ
か
宮
内
庁
本
系
統
の
図
様
は
、
同
じ
く
寛
文
年
間
の
作
例
で
あ
る
清
原
雪
信
筆
《
源
氏
物
語
画
帖
》
（
3
4
）
〔
図
8
〕
（
愛
知
県
・
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徳
川
美
術
館
蔵
）
、
お
よ
び
英
一
蝶
（
一
六
五
二
～
一
七
二
四
）
筆
《
源
氏
物
語
　
須
磨
・
濡
標
図
屏
風
》
〔
図
9
〕
（
東
京
都
・
日
枝
神
社
蔵
）
、

石
山
師
香
二
六
六
九
～
一
七
三
四
）
筆
《
源
氏
絵
扇
面
》
（
3
5
）
〔
図
1
0
〕
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
、
流
派
を
越
境
し
な
が
ら
、
町
絵
師

や
ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
に
至
る
ま
で
広
く
流
通
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
宮
内
庁
本
系
源
氏
絵
の
あ
り
方
は
、
徳
川
将
軍
家
の
盛
儀
を
荘
厳
す
る
屏
風
絵
と
し
て
創
出
さ
れ
た
の
ち
、
新
し

い
時
代
の
歌
仙
絵
の
規
範
と
し
て
画
面
形
式
を
横
断
し
な
が
ら
描
き
継
が
れ
、
や
が
て
は
土
佐
派
か
ら
菱
川
師
宣
（
P
～
一
六
九
四
）
な

ど
の
浮
世
絵
師
に
至
る
ま
で
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
狩
野
探
幽
の
《
百
人
一
首
絵
》
〔
％
）
と
も
気
脈
を
通
わ
せ
る
。
徳
川
将
軍
は
、

源
氏
絵
と
歌
仙
絵
1
〈
王
朝
絵
画
V
と
し
て
の
や
ま
と
絵
の
伝
統
も
読
み
替
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
宮
内
庁
本
は
、
八
條
宮
智
忠
親
王
と
東
福
門
院
和
子
の
養
女
、
つ
ま
り
天
皇
家
と
徳
川
将
軍
家
の
婚
礼
－
聖
婚
に
際
し
整
え
ら
れ

た
屏
風
で
あ
り
、
徳
川
将
軍
家
に
と
っ
て
は
、
血
統
の
貴
種
化
と
い
う
晴
舞
台
を
荘
厳
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ク
ノ
ク
ラ
　
ト

そ
う
し
た
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
か
つ
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
作
品
に
お
い
て
、
将
軍
の
技
術
官
僚
・
狩
野
探
幽
に
よ
り
新
し
い
様
式
、
新
し

い
場
面
選
択
や
図
様
に
よ
る
源
氏
絵
が
生
み
出
さ
れ
、
寛
文
期
、
す
な
わ
ち
徳
川
将
軍
独
自
の
文
化
伝
統
構
築
の
完
成
期
に
当
た
る

家
綱
の
時
代
に
源
氏
絵
の
規
範
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
徳
川
将
軍
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
の
視
覚
的
な
注
釈
1
〈
読

み
V
と
し
て
の
源
氏
絵
、
新
し
い
王
権
・
徳
川
将
軍
の
た
め
の
〈
王
朝
絵
画
〉
と
し
て
の
源
氏
絵
の
位
相
を
考
え
る
う
え
で
計
り
知

れ
な
い
示
唆
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。

　
〈
源
氏
将
軍
〉
徳
川
家
に
と
っ
て
、
『
源
氏
物
語
』
と
源
氏
絵
－
光
源
氏
の
王
権
と
恋
を
め
ぐ
る
物
語
と
絵
画
は
、
政
治
的
な
、
余

り
に
も
政
治
的
な
く
読
み
V
が
求
め
ら
れ
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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〔
註
〕

（
1
）
　
『
嚴
有
院
殿
御
實
紀
』
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
五
月
二
十
六
日
條
に
は
、
「
さ
き
に
舞
樂
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
伶
人
に
銀
。
時
服
給
ふ
。

　
　
ま
た
伶
官
こ
れ
よ
り
先
　
大
内
よ
り
い
さ
〉
か
賜
物
あ
り
と
い
へ
ど
も
。
其
緑
微
に
し
て
進
退
か
な
は
ざ
る
よ
し
聞
召
。
今
よ
り
後
。

　
　
年
ご
と
に
康
米
宛
行
は
る
べ
し
と
仰
出
さ
る
」
（
『
徳
川
實
紀
第
五
編
〈
新
訂
増
捕
國
史
大
系
第
四
十
二
巻
〉
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三

　
　
一
年
）
と
あ
り
、
楽
所
が
徳
川
将
軍
家
の
管
理
下
に
入
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
詳
述
す
る
。

（
2
）
　
『
嚴
有
院
殿
御
實
紀
』
（
黒
板
勝
美
・
國
史
大
系
編
修
會
編
『
徳
川
實
紀
第
四
編
〈
新
訂
増
捕
國
史
大
系
第
四
十
一
巻
〉
』
、
吉
川
弘
文

　
　
館
、
一
九
三
一
年
）
中
の
『
明
月
記
』
繕
写
の
記
事
は
下
記
の
と
お
り
（
括
弧
内
は
筆
者
）
。

　
　
「
こ
の
日
傳
奏
の
輩
（
勧
修
寺
経
廣
・
飛
鳥
井
雅
章
）
に
。
こ
た
び
大
内
（
後
西
天
皇
）
よ
り
仰
進
ら
せ
ら
れ
し
冷
泉
明
月
記
書
寓
の
こ

　
　
と
奉
り
給
ひ
ぬ
。
」
（
寛
文
二
年
〈
一
六
六
二
〉
四
月
二
十
八
日
條
）

　
　
「
大
内
の
御
所
望
に
よ
り
。
明
月
記
書
寓
し
進
ら
せ
給
ふ
と
て
。
天
澤
。
海
輝
。
養
源
。
青
松
。
吉
祥
五
寺
衆
曾
の
中
よ
り
書
手
を
え
ら

　
　
び
。
傳
奏
館
に
め
し
て
。
け
ふ
よ
り
繕
寓
せ
し
む
。
儒
役
林
春
齋
春
勝
。
人
見
友
元
宜
卿
。
坂
井
伯
元
政
朝
。
井
に
書
物
奉
行
關
兵
左

　
　
衛
門
正
成
。
三
雲
卒
左
衛
門
成
賢
。
淺
羽
三
右
衛
門
成
儀
一
人
づ
〉
監
視
す
べ
し
と
命
ぜ
ら
れ
。
日
々
精
齪
を
給
ひ
。
敷
寄
屋
表
の
坊

　
　
主
等
も
ま
か
り
て
給
事
す
。
」
（
同
五
月
二
十
七
日
條
）

　
　
「
明
月
記
書
窩
成
て
書
物
奉
行
進
呈
す
。
」
（
同
七
月
五
日
條
）

　
　
「
明
月
記
成
功
に
よ
り
。
儒
役
林
春
齋
春
勝
へ
銀
二
十
枚
。
長
子
春
信
（
梅
洞
）
へ
時
服
三
。
坂
井
伯
元
政
朝
時
服
二
。
金
一
枚
。
人
見

　
　
友
元
宜
卿
へ
時
服
三
。
金
一
枚
。
書
物
奉
行
三
人
へ
も
同
じ
く
下
さ
れ
。
書
爲
の
曾
廿
人
へ
銀
十
枚
づ
〉
給
ふ
。
」
（
同
七
月
十
一
日
條
）

　
　
コ
局
家
吉
良
上
野
介
義
央
　
大
内
。
仙
洞
造
螢
の
間
。
御
存
問
の
御
使
奉
り
暇
給
ふ
。
（
中
略
）
又
内
へ
先
に
新
爲
あ
り
し
明
月
記
を
も
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進
ら
せ
給
ふ
。
」
（
同
八
月
十
四
日
條
）

　
　
　
こ
こ
で
は
朝
廷
の
依
頼
を
受
け
、
徳
川
政
権
主
導
の
も
と
『
明
月
記
』
繕
写
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
、
朝
廷
よ
り
宮
号
が
勅
許
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
東
照
社
は
東
照
宮
に
昇
格
し
、
翌
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）

　
　
か
ら
は
奉
幣
使
も
派
遣
さ
れ
、
日
光
は
伊
勢
と
並
ぶ
地
位
を
獲
得
す
る
。
関
東
に
は
、
後
水
尾
院
皇
子
・
守
澄
法
親
王
が
招
聰
さ
れ
て

　
　
宮
門
跡
－
輪
王
寺
門
跡
が
創
設
さ
れ
、
伝
統
的
宗
教
権
威
で
あ
る
京
都
の
宮
門
跡
・
天
台
座
主
た
ち
を
従
え
た
う
え
国
家
的
祭
祀
と
し

　
　
て
の
日
光
山
で
の
年
忌
法
要
に
奉
仕
す
る
。
一
方
、
天
台
宗
門
の
宗
学
統
制
権
や
山
門
（
比
叡
山
）
住
持
任
命
権
・
大
会
執
行
権
も
輪

　
　
王
寺
門
跡
の
管
握
下
に
置
か
れ
（
杣
田
善
雄
『
幕
藩
権
力
と
寺
院
・
門
跡
』
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
一
六
八
～
一
八
六
頁
）
、

　
　
〈
王
朝
世
界
〉
を
鎮
護
し
て
き
た
伝
統
的
宗
教
権
威
は
徳
川
将
軍
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
4
）
①
三
田
村
雅
子
「
青
海
波
再
演
ー
「
記
憶
」
の
中
の
源
氏
物
語
1
」
、
『
源
氏
研
究
』
第
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
。
②
同
「
中
世
王

　
　
権
と
青
海
波
1
「
記
憶
」
の
中
の
源
氏
物
語
（
二
）
ー
」
、
『
玉
藻
』
第
三
十
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
。
③
同
「
足
利
義
満
の
青
海
波
1

　
　
「
中
世
源
氏
物
語
」
の
〈
領
域
＞
1
」
、
『
物
語
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月

（
5
）
　
足
利
義
満
に
よ
る
光
源
氏
の
事
績
の
模
倣
に
つ
い
て
は
、
兵
藤
裕
己
「
歴
史
と
し
て
の
源
氏
物
語
－
中
世
王
権
の
物
語
1
」
（
『
源
氏

　
　
研
究
』
第
三
号
、
一
九
九
八
年
四
月
）
、
及
び
松
岡
心
平
「
世
阿
弥
と
『
源
氏
物
語
』
」
（
『
中
世
文
学
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
八

　
　
月
）
が
詳
し
い
。

（
6
）
前
掲
註
（
4
）
②
三
田
村
雅
子
氏
論
文

（
7
）
　
三
谷
邦
明
・
三
田
村
雅
子
『
源
氏
物
語
絵
巻
の
謎
を
読
み
解
く
＜
角
川
選
書
三
〇
二
〉
』
、
角
川
書
店
、
一
九
九
八
年
、
一
七
六
～
一

　
　
九
三
頁

（
8
）
　
岩
坪
健
「
南
朝
歴
代
の
伝
承
」
、
同
『
源
氏
物
語
古
注
釈
の
研
究
〈
研
究
叢
書
二
三
三
〉
』
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
、
一
六
九
～
一

　
　
九
四
頁
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（
9
）
　
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
、
征
夷
大
将
軍
と
と
も
に
源
氏
長
者
に
任
ぜ
ら
れ
た
徳
川
家
康
は
、
〈
源
平
交
替
史
〉
の
流
れ
に
位
置
す
る

　
　
伝
統
的
な
源
氏
武
家
棟
梁
の
地
位
を
獲
得
し
、
自
ら
を
藤
原
摂
関
家
や
平
家
さ
な
が
ら
に
〈
王
朝
世
界
〉
的
秩
序
の
頂
点
に
位
置
づ
け

　
　
た
豊
臣
政
権
に
挑
む
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
そ
う
し
た
家
康
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
は
、
源
義
家
に
連
な
る
清
和
源
氏
嫡
流
及
び
足
利
将
軍
家
の
後
継
者
と
し
て
の
自
己
正
統
化

　
　
で
あ
っ
た
。

　
　
　
家
康
は
家
系
図
を
操
作
し
徳
川
家
を
新
田
家
の
後
喬
、
つ
ま
り
源
義
家
の
末
孫
と
す
る
と
と
も
に
、
足
利
将
軍
家
の
支
族
で
あ
る
吉

　
　
良
家
か
ら
は
家
系
図
を
献
上
さ
せ
る
。
徳
川
将
軍
家
に
は
足
利
家
一
門
や
か
つ
て
の
有
力
守
護
大
名
の
一
族
、
足
利
将
軍
の
武
家
故
実

　
　
の
担
当
者
が
召
し
抱
え
ら
れ
、
鷹
仁
の
乱
以
降
久
し
く
途
絶
え
て
い
た
儀
礼
が
復
活
・
整
備
さ
れ
る
。
一
方
、
藤
原
摂
関
家
の
一
つ
で

　
　
あ
る
二
條
家
の
当
主
に
は
、
足
利
将
軍
家
以
来
の
先
例
に
倣
い
康
道
、
光
卒
な
ど
徳
川
将
軍
の
偏
誹
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
こ
れ
ら
一
連
の
事
績
を
足
利
将
軍
家
か
ら
徳
川
将
軍
家
へ
の
禅
譲
儀
礼
、
足
利
流
か
ら
新
田
流
－
徳
川
家
へ
の
清
和
源
氏
嫡
流
ー
源

　
　
氏
将
軍
家
の
家
筋
の
移
行
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
1
0
）
　
池
田
和
臣
「
源
氏
物
語
の
秘
説
と
後
小
松
上
皇
－
新
出
「
三
條
西
實
條
筆
『
兼
宣
公
記
』
逸
文
」
に
つ
い
て
ー
」
、
『
文
学
』
第
五
巻

　
　
第
六
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月

（
1
1
）
　
前
掲
註
（
1
0
）
池
田
和
臣
氏
論
文

（
1
2
）
慶
長
九
年
（
＝
ハ
〇
四
）
三
月
朔
日
の
後
陽
成
天
皇
の
源
氏
講
釈
開
始
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
エ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
「
入
夜
御
盃
二
参
、
先
午
前
二
参
、
今
日
、
三
條
西
實
條
卿
就
畿
起
、
源
氏
講
被
遊
由
、
有
勅
定
、
亥
刻
退
出
、
」
（
舟
橋
秀
賢
『
慶
長
日

　
　
件
録
』
〈
山
本
武
夫
校
訂
『
史
料
纂
集
一
九
』
、
績
群
書
類
從
完
成
會
、
一
九
八
一
年
〉
）

　
　
「
小
御
所
に
て
け
ん
し
の
御
か
う
し
や
く
御
さ
た
あ
り
。
八
て
う
殿
（
八
條
宮
智
仁
親
王
）
。
と
さ
ま
。
な
い
く
の
お
と
こ
た
ち
ぢ
や

　
　
う
も
ん
に
し
こ
う
有
。
」
（
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
〈
『
績
群
書
類
從
補
　
遺
三
』
、
績
群
書
類
從
完
成
會
、
一
九
五
八
年
〉
）
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「
公
宴
に
源
氏
御
講
、
被
遊
候
由
也
、
少
納
言
聴
聞
二
参
上
候
、
」
（
『
時
慶
卿
記
』
〈
伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
　
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』
、

　
　
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
〉
）

　
　
「
慶
長
九
三
月
一
日
よ
り
△
今
上
御
講
談
は
つ
ね
少
き
り
つ
ほ
」
（
後
陽
成
天
皇
講
『
源
氏
物
語
聞
書
』
學
習
院
大
学
本
く
同
右
V
）
（
括

　
　
弧
内
・
傍
点
は
筆
者
）

（
1
3
）
　
『
東
照
宮
御
實
紀
』
（
黒
板
勝
美
・
國
史
大
系
編
修
會
編
『
徳
川
實
紀
第
一
篇
〈
新
訂
増
補
國
史
大
系
三
十
八
巻
〉
』
、
吉
川
弘
文
館
、

　
　
一
九
二
九
年
）

（
1
4
）
　
「
是
月
細
川
幽
齋
法
印
玄
旨
は
足
利
家
代
々
に
仕
へ
け
れ
ば
。
そ
の
身
文
武
の
才
藝
す
ぐ
れ
た
る
の
み
な
ら
ず
。
武
家
の
故
實
典
禮
に

　
　
く
は
し
く
。
当
時
有
職
の
ほ
ま
れ
高
か
り
し
か
ば
。
永
井
右
近
大
夫
直
勝
も
て
。
幽
齋
に
つ
き
て
武
家
法
令
典
故
を
尋
問
は
し
め
ら
れ
。

　
　
今
よ
り
後
典
法
議
注
を
定
制
せ
ら
る
。
幽
齋
足
利
家
の
禮
式
を
考
て
。
今
の
世
の
時
宜
に
し
た
が
ひ
。
家
傅
禮
式
三
巻
を
え
ら
び
て
献

　
　
ず
。
」
（
『
東
照
宮
御
實
紀
』
慶
長
八
年
四
月
條
）

　
　
　
な
お
二
木
謙
一
氏
は
「
室
町
殿
御
家
式
依
二
台
命
一
私
致
二
所
持
一
候
書
記
一
冊
致
レ
進
二
上
之
一
候
。
猫
又
尋
條
重
而
可
レ
書
二
加
之
一
欺
。

　
　
宜
レ
預
二
上
達
一
候
。
恐
憧
謹
言
。
」
と
い
う
永
井
直
勝
宛
（
年
未
詳
）
二
月
十
五
日
付
書
状
の
写
し
を
奥
書
に
載
せ
る
『
室
町
殿
家
式
』

　
　
（
永
青
文
庫
蔵
）
を
紹
介
し
、
こ
の
書
状
を
同
書
に
添
え
ら
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
（
二
木
謙
一
『
武
家
儀
礼
格
式
の
研
究
』
、
吉

　
　
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
三
二
五
頁
）
。

（
1
5
）
　
前
掲
註
（
1
0
）
池
田
和
臣
氏
論
文

（
1
6
）
　
「
巳
上
刻
斗
令
同
道
参
二
條
（
二
條
城
）
、
傳
長
老
（
金
地
院
崇
傳
）
云
、
一
爾
度
有
御
尋
云
々
、
向
予
一
段
懇
切
也
、
以
御
小
姓
被

　
　
申
入
欺
、
少
時
御
出
直
二
御
書
院
ノ
西
御
数
寄
屋
ノ
中
間
ノ
廊
庭
ノ
座
敷
へ
渡
御
、
則
西
方
杉
戸
ヲ
開
長
老
被
出
、
先
予
、
次
冷
（
冷

　
　
泉
爲
漏
）
二
氣
色
、
予
ヲ
可
被
同
道
云
々
、
言
緒
朝
臣
（
山
科
言
緒
）
追
躍
於
杉
戸
下
長
老
入
來
、
有
間
敷
候
由
被
示
之
、
於
彼
所
申

　
　
御
禮
則
御
近
所
へ
砥
候
、
奥
入
（
藤
原
定
家
『
奥
入
』
）
令
持
出
給
入
箱
、
但
不
被
本
箱
、
奥
入
ハ
冷
二
給
、
源
氏
引
歌
等
冷
可
被
讃
之
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由
仰
也
、
彼
所
ハ
八
畳
敷
欺
、
前
大
樹
（
徳
川
家
康
）
東
向
、
南
光
坊
豪
快
信
正
叡
山
（
天
海
）
、
西
向
、
長
老
（
崇
傳
）
同
西
向
、
冷

　
　
（
冷
泉
爲
満
）
縁
北
向
、
西
方
、
予
（
中
院
通
村
）
、
同
東
方
、
少
向
前
大
樹
御
前
候
、
予
向
長
老
始
也
、
初
子
祝
言
ノ
庭
可
令
文
字
讃

　
　
欺
之
由
申
之
、
但
桐
壺
可
讃
云
々
、
前
大
樹
何
事
之
由
被
尋
之
時
、
長
老
右
之
趣
被
申
入
、
然
者
初
子
（
初
音
）
可
然
云
々
、
御
本
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
取
出
青
表
紙
、
ミ
ノ
カ
ミ
本
也
、
初
子
讃
之
、
事
外
高
声
也
、
予
自
筆
六
半
本
ノ
孚
丁
斗
讃
之
、
而
長
老
ノ
ロ
氣
色
先
可
講
云
々
、
傍

　
　
講
之
本
書
ノ
詞
ノ
分
斗
講
之
天
地
人
比
三
才
事
等
不
讃
之
、
如
右
孚
丁
宛
程
讃
之
、
長
老
氣
色
次
第
讃
之
、
及
十
二
三
丁
前
大
樹
仰
云
、

　
　
（
後
略
）
」
（
『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
元
年
く
一
六
一
五
V
七
月
二
十
日
條
。
括
弧
内
・
傍
点
は
筆
者
）

（
1
7
）
　
前
掲
註
（
7
）
三
谷
邦
明
氏
・
三
田
村
雅
子
氏
著
書
二
二
一
頁

（
1
8
）
　
宮
川
葉
子
『
源
氏
物
語
の
文
化
史
的
研
究
』
、
風
間
書
房
、
一
九
九
七
年
、
三
一
八
頁

（
1
9
）
　
宮
川
葉
子
「
尾
州
家
河
内
本
「
源
氏
物
語
」
の
来
歴
試
論
－
豊
臣
家
か
ら
徳
川
家
へ
の
伝
来
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
、
『
国
際
経
営
・
文
化

　
　
研
究
』
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
九
九
年
三
月

（
2
0
）
　
宮
元
健
次
『
江
戸
の
陰
陽
師
　
天
海
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
』
、
人
文
書
院
、
二
〇
〇
一
年
、
八
七
～
九
一
頁

（
2
1
）
寛
永
三
年
の
二
條
城
改
築
に
お
い
て
、
十
六
歳
に
し
て
京
都
か
ら
江
戸
へ
下
り
、
す
で
に
徳
川
将
軍
家
と
密
接
な
繋
が
り
を
も
つ
狩

　
　
野
探
幽
が
敢
え
て
絵
師
の
筆
頭
に
選
ば
れ
た
こ
と
、
探
幽
に
よ
り
新
し
い
障
壁
画
様
式
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
未
曾
有
の
政
治

　
　
イ
ヴ
ェ
ン
ト
に
視
覚
表
象
、
就
中
絵
画
が
如
何
に
関
与
し
た
か
と
い
う
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
條
城
障
壁
画
に
は
じ

　
　
ま
る
江
戸
狩
野
派
の
新
様
式
は
、
後
水
尾
天
皇
行
幸
の
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
2
）
　
「
こ
の
日
兼
て
よ
り
舞
御
覧
の
事
仰
出
さ
れ
し
か
ば
。
未
刻
に
至
て
主
上
（
後
水
尾
天
皇
）
の
玉
座
を
階
間
御
簾
際
に
設
け
。
あ
ら
か

　
　
じ
め
上
畳
御
菌
を
し
く
。
西
間
を
中
宮
（
東
福
門
院
和
子
・
徳
川
氏
）
。
女
院
（
中
和
門
院
前
子
・
近
衛
氏
）
の
御
座
と
し
。
畳
菌
を
設

　
　
く
。
姫
宮
方
に
は
畳
な
し
。
東
間
を
爾
御
所
（
徳
川
秀
忠
・
家
光
）
御
座
と
し
。
屏
風
を
へ
だ
て
て
二
間
を
親
王
。
門
跡
。
大
臣
の
座

　
　
と
し
。
關
白
は
じ
め
公
卿
。
殿
上
人
は
縁
よ
り
孕
張
に
至
る
ま
で
の
間
圓
座
を
設
く
。
（
中
略
）



60

　
　
青
海
波
序
（
輪
壁
）
。
中
院
侍
從
通
純
。
飛
鳥
井
侍
從
雅
章
。
左
京
大
夫
忠
勝
。
治
部
大
輔
宗
朝
。
破
は
（
青
海
波
）
四
辻
侍
從
公
理
。

　
　
西
洞
院
侍
從
時
良
。
い
つ
れ
も
麹
塵
閾
腋
。
紅
葉
の
下
襲
。
表
袴
も
同
じ
。
巻
繧
。
蒔
糟
野
太
刀
。
紅
綴
の
平
緒
。
絡
鞍
。
青
海
波
の

　
　
二
侍
從
は
菊
花
を
括
頭
す
。
垣
代
は
堀
川
中
將
康
胤
を
始
め
。
殿
上
人
十
四
人
。
皆
弓
。
壺
胡
鑛
。
伶
人
十
二
人
。
染
装
束
。
御
随
身

　
　
八
人
。
襲
装
束
な
り
。
箏
は
内
（
後
水
尾
天
皇
）
の
御
所
作
。
琵
琶
は
伏
見
兵
部
卿
貞
清
親
王
。
箏
は
高
松
弾
正
罪
好
仁
親
王
。
琵
琶

　
　
伏
見
の
若
宮
。
み
な
簾
中
に
て
の
所
作
な
り
。
費
子
に
は
關
白
（
近
衛
信
尋
・
後
水
尾
天
皇
弟
）
井
に
一
條
右
大
臣
昭
良
公
。
九
條
前

　
　
關
白
兼
孝
公
。
と
も
に
箏
。
二
條
内
大
臣
康
道
公
笙
。
鷹
司
左
大
將
教
平
卿
。
九
條
右
大
將
幸
家
卿
は
共
に
笛
。
四
辻
中
納
言
季
纏
卿

　
　
は
箏
。
西
園
寺
宰
相
中
將
實
晴
卿
は
琵
琶
。
西
洞
院
右
衛
門
督
時
直
卿
は
篁
簗
。
其
座
下
に
打
板
敷
。
圓
座
を
設
。
殿
上
人
の
座
と
す
。

　
　
山
科
少
將
言
総
は
笙
。
櫛
笥
侍
從
隆
朝
は
笛
。
清
水
谷
侍
從
忠
定
。
久
世
少
將
通
式
は
共
に
箏
。
小
倉
侍
從
公
根
は
琵
琶
。
花
園
侍
從

　
　
公
久
は
笙
。
唐
橋
民
部
少
輔
在
村
は
箪
葉
。
同
所
劒
下
に
板
敷
を
か
ま
へ
伶
人
の
座
と
す
。
（
中
略
）
垣
代
の
輩
次
第
に
中
門
に
い
り
。

　
　
舞
人
斜
に
庭
上
を
巡
り
大
輪
を
な
し
。
御
座
の
前
東
西
に
小
輪
を
な
せ
ば
。
序
破
の
舞
人
爾
輪
の
中
に
い
り
。
次
に
一
行
李
立
。
次
に

　
　
舞
人
打
す
ち
か
へ
め
ぐ
り
て
前
行
す
。
（
後
略
）
」
（
『
大
猷
院
殿
御
實
紀
』
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
九
月
七
日
條
く
黒
板
勝
美
・
國
史

　
　
大
系
編
修
會
編
『
徳
川
實
紀
第
二
篇
〈
新
訂
増
捕
國
史
大
系
三
十
九
巻
〉
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
〇
年
〉
。
括
弧
内
は
筆
者
）

（
2
3
）
　
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
五
月
十
九
日
の
江
戸
城
に
お
け
る
舞
楽
上
演
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お
り
。

　
　
「
舞
樂
御
覧
あ
り
。
白
木
書
院
庭
上
に
舞
閣
を
設
て
。
左
右
に
握
屋
を
か
ま
ふ
。
書
院
下
段
に
東
は
屏
風
を
た
て
。
御
座
の
畳
に
御
菌
し

　
　
き
簾
を
た
れ
。
西
縁
杉
戸
の
内
甲
（
徳
川
綱
重
）
館
（
徳
川
綱
吉
）
爾
参
議
。
其
つ
ぎ
に
溜
詰
。
宿
老
。
其
次
に
少
老
。
御
側
。
廊
の

　
　
杉
戸
際
に
高
家
。
奏
者
番
。
寺
社
奉
行
。
禁
裡
附
。
留
守
居
。
大
目
付
。
町
奉
行
。
作
事
奉
行
。
勧
定
頭
伺
公
し
。
片
桐
石
見
守
貞
昌
。

　
　
柳
生
飛
弾
守
宗
冬
も
こ
〉
に
侍
る
。
其
南
普
第
大
名
。
御
座
の
東
縁
稻
葉
美
濃
守
正
則
。
久
世
大
和
守
廣
之
。
そ
の
東
縁
よ
り
南
を
か

　
　
け
番
頭
。
物
頭
。
組
頭
。
柳
の
問
に
か
よ
ふ
廊
に
諸
有
司
。
寄
合
伺
公
し
。
一
同
拝
し
奉
り
て
後
に
事
始
ま
る
。
振
枠
。
蘇
合
香
。
退

　
　
走
禿
。
迦
陵
頻
。
胡
蝶
。
採
桑
老
。
散
手
。
青
海
波
。
胡
徳
樂
。
陵
王
。
納
曾
利
。
退
出
長
慶
子
な
り
。
青
海
波
に
は
垣
代
四
十
人
参
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
る
。
こ
の
青
海
波
。
蘇
合
香
。
退
走
禿
は
四
十
年
來
に
て
再
興
あ
る
所
と
そ
。
事
は
て
〉
み
な
饗
給
ふ
。
」
（
『
嚴
有
院
殿
御
實
紀
』
〈
黒

　
　
板
勝
美
・
國
史
大
系
編
修
會
編
『
徳
川
實
紀
第
四
篇
〈
新
訂
増
捕
國
史
大
系
四
十
一
巻
〉
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
一
年
＞
V

　
　
「
早
朝
携
信
（
林
梅
洞
）
・
常
（
林
鳳
岡
）
出
岡
、
先
到
（
酒
井
）
忠
清
第
、
辰
牛
登
螢
、
大
樹
（
徳
川
家
綱
）
出
御
白
書
院
、
甲
府
（
徳

　
　
川
綱
重
）
・
館
林
（
徳
川
綱
吉
）
爾
参
及
御
譜
代
御
家
人
、
依
召
登
螢
、
構
舞
壁
及
左
右
樂
屋
於
庭
上
、
巳
刻
舞
樂
始
、

　
　
振
枠
三
節
、

　
　
　
左
蘇
合
香
右
退
走
禿
　
左
迦
陵
頻
右
胡
蝶
　
左
探
桑
老
右
敷
手

　
　
　
左
　
青
海
波
輪
壷
垣
代
四
十
二
人
　
右
　
小
鳥
蘇
俄
以
胡
徳
樂
代
之
　
　
左
　
陵
王
　
右
　
納
曾
利

　
　
　
退
出
長
慶
子

　
　
此
中
、
青
海
波
・
蘇
合
・
退
走
禿
四
十
年
來
不
舞
之
、
今
度
再
興
之
、
探
桑
老
秘
曲
也
、
齋
戒
七
日
而
舞
之
云
云
、
（
後
略
）
」
（
林
鷲
峰

　
　
『
國
史
館
日
録
』
〈
山
本
武
夫
校
訂
『
史
料
纂
集
＝
○
』
、
績
群
書
類
從
完
成
會
、
一
九
九
七
年
〉
。
括
弧
内
・
傍
点
は
筆
者
）

（
2
4
）
　
「
木
高
き
紅
葉
の
か
げ
に
、
四
十
人
の
垣
代
、
言
ひ
知
ら
ず
吹
き
立
て
る
も
の
の
音
ど
も
に
あ
ひ
た
る
松
風
、
ま
こ
と
の
深
山
お
ろ

　
　
し
と
聞
こ
え
て
吹
き
ま
よ
ひ
、
色
々
に
散
り
交
ふ
木
の
葉
の
な
か
よ
り
青
海
波
の
か
か
や
き
出
で
た
る
さ
ま
、
い
と
恐
ろ
し
き
ま
で
見

　
　
ゆ
。
」
（
『
源
氏
物
語
』
「
紅
葉
賀
」
抄
く
石
田
穣
二
・
清
水
好
子
校
注
『
源
氏
物
語
二
〈
新
潮
日
本
古
典
集
成
〉
』
、
新
潮
社
、
一
九
七
七

　
　
年
〉
。
傍
点
は
筆
者
）

（
2
5
）
　
前
掲
註
（
1
）
『
嚴
有
院
殿
御
實
紀
』
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
五
月
二
十
六
日
條
記
事

（
2
6
）
　
徳
川
家
綱
政
権
下
の
文
化
再
編
事
業
に
つ
い
て
は
、
口
頭
発
表
「
狩
野
探
幽
と
徳
川
家
綱
政
権
下
の
文
化
再
編
事
業
－
伝
探
幽
筆
「
百

　
　
人
一
首
絵
」
模
本
を
め
ぐ
っ
て
」
（
美
術
史
学
会
第
五
十
五
回
全
国
大
会
、
二
〇
〇
二
年
五
月
二
十
七
日
、
於
東
北
大
学
）
の
ほ
か
、
①

　
　
拙
稿
「
初
期
江
戸
狩
野
派
の
歌
仙
蓋
帖
－
探
幽
、
安
信
を
中
心
に
」
（
『
國
華
』
第
一
二
九
八
号
、
國
華
社
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）
、

　
　
②
同
「
寛
文
期
に
お
け
る
〈
歴
史
画
〉
の
誕
生
－
楠
公
図
を
中
心
に
ー
」
（
『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
二
十
二
号
別
冊
、
二
〇
〇
五
年



62

　
　
十
一
月
）
に
お
い
て
詳
述
し
た
。

（
2
7
）
　
島
内
景
二
『
北
村
季
吟
i
こ
の
世
の
ち
の
世
思
ふ
こ
と
な
き
ー
〈
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
〉
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、

　
　
二
二
六
・
二
九
二
頁
。
な
お
翌
延
費
三
年
（
一
六
七
五
）
三
月
二
十
六
日
に
は
、
江
戸
へ
下
向
し
た
毘
沙
門
堂
公
海
よ
り
家
綱
へ
『
湖

　
　
月
抄
』
が
献
上
さ
れ
て
い
る
（
『
嚴
有
院
殿
御
實
紀
』
）
。
『
湖
月
抄
』
は
延
寳
三
年
頃
に
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
同
書
が
板
行
後
間
も
な
い

　
　
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。

（
2
8
）
　
深
刻
な
政
治
的
緊
張
に
包
ま
れ
て
い
た
慶
長
期
、
後
陽
成
天
皇
と
徳
川
家
康
、
豊
臣
秀
頼
は
、
相
競
う
よ
う
に
出
版
事
業
を
行
っ
て

　
　
い
る
。
秀
頼
版
『
帝
鑑
圖
説
』
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
が
、
環
東
シ
ナ
海
帝
国
を
企
図
し
た
秀
吉
の
後
継
者
が
明
・
萬
暦
帝
の
官
版
に

　
　
よ
る
鑑
戒
画
を
和
刻
し
た
意
義
は
大
き
い
。
近
世
初
期
に
お
い
て
出
版
と
は
、
王
権
の
所
在
を
示
す
極
め
て
政
治
的
な
行
為
で
も
あ
っ

　
　
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
後
陽
成
天
皇
の
慶
長
勅
版
で
は
『
古
文
孝
経
』
や
『
日
本
書
紀
神
代
巻
』
、
家
康
の
伏
見
版
で
は
『
貞
観
政
要
』

　
　
や
『
東
鑑
』
な
ど
、
王
権
の
正
統
性
を
照
射
す
る
性
格
の
テ
ク
ス
ト
が
専
ら
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
後
水
尾
天
皇
行

　
　
幸
と
い
う
盛
儀
を
記
録
し
た
前
述
の
古
活
字
版
『
寛
永
行
幸
記
』
諸
本
も
、
こ
の
文
脈
の
延
長
線
上
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
9
）
　
『
源
氏
物
語
』
の
絵
画
化
に
当
た
っ
て
は
、
中
院
通
村
の
よ
う
な
源
氏
学
に
通
じ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
介
在
し
場
面
選
択
や
図
様

　
　
構
成
な
ど
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
行
う
傍
ら
（
岩
間
香
「
源
氏
絵
制
作
に
見
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
絵
師
」
、
『
京
都
市
立
藝
術
大
学
美

　
　
学
美
術
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
十
四
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
、
絵
画
化
す
べ
き
場
面
を
抜
き
出
し
て
図
様
の
指
示
を
行
い
、
詞
書
と
す

　
　
る
べ
き
本
文
を
抄
出
し
た
源
氏
絵
制
作
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
源
氏
物
語
絵
詞
』
も
室
町
時
代
末
に
は
成
立
し
て
い
る
（
片
桐
弥

　
　
生
「
美
術
史
に
お
け
る
源
氏
物
語
－
源
氏
絵
の
場
面
選
択
と
図
様
の
問
題
を
中
心
に
ー
」
、
鈴
木
日
出
男
・
伊
井
春
樹
ほ
か
編
『
源
氏

　
　
物
語
研
究
集
成
』
第
十
四
巻
、
風
間
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
〇
一
～
三
四
六
頁
）
。
『
源
氏
物
語
』
の
絵
画
化
は
、
源
氏
学
や
注
釈
の

　
　
歩
み
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
源
氏
物
語
絵
は
、
物
語
の
視
覚
的
な
注
釈
1
〈
読
み
V
で
も
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
強
い
政

　
　
治
性
を
担
っ
て
い
た
。
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（
3
0
）
　
藤
岡
通
夫
『
京
都
御
所
〔
新
訂
ご
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
七
年
、
九
三
～
九
六
頁
及
び
一
一
二
～
＝
六
頁
。
承
鷹
度
内

　
　
裏
で
は
、
小
御
所
に
『
伊
勢
物
語
』
や
『
大
和
物
語
』
に
取
材
し
た
障
壁
画
が
描
か
れ
る
も
の
の
、
源
氏
絵
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

（
3
1
）
　
武
田
恒
夫
「
江
戸
城
本
丸
等
障
壁
画
絵
様
に
つ
い
て
」
、
『
調
査
研
究
報
告
書
　
江
戸
城
本
丸
等
障
壁
画
絵
様
《
本
文
篇
》
』
、
東
京
国

　
　
立
博
物
館
、
一
九
八
八
年
、
一
一
～
二
六
頁

（
3
2
）
前
掲
註
（
2
6
）
①
拙
稿

（
3
3
）
　
住
吉
如
慶
（
一
五
九
九
～
一
六
七
〇
）
の
筆
に
な
る
二
本
の
《
源
氏
物
語
画
帖
》
（
ロ
ン
ド
ン
・
大
英
図
書
館
蔵
〔
図
3
〕
、
サ
ン
ト

　
　
リ
ー
美
術
館
蔵
）
も
、
宮
内
庁
本
と
多
く
の
場
面
選
択
・
図
様
構
成
を
一
致
さ
せ
る
。
如
慶
本
で
は
墨
面
や
筆
触
性
が
効
果
的
に
生
か

　
　
さ
れ
、
淡
彩
本
位
の
賦
彩
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
様
式
的
に
も
探
幽
の
い
わ
ゆ
る
〈
新
や
ま
と
絵
〉
と
趣
き
を
通
わ
せ
る
（
榊
原
悟
「
住

　
　
吉
派
『
源
氏
絵
』
解
題
－
附
諸
本
詞
書
1
」
、
『
サ
ン
ト
リ
i
美
術
館
論
集
』
第
三
号
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
如
慶

　
　
本
に
探
幽
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
如
慶
本
の
図
様
は
、
土
佐
光
吉
・
長
次
郎
筆
《
源
氏
物
語
画
帖
》
（
京
都
国

　
　
立
博
物
館
蔵
）
や
光
吉
筆
《
源
氏
物
語
画
帖
》
（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
に
直
接
繋
が
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
探

　
　
幽
本
と
如
慶
本
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
3
4
）
　
岩
田
美
穂
「
清
原
雪
信
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」
に
つ
い
て
」
、
大
石
慎
三
郎
・
徳
川
義
宣
編
『
金
饒
叢
書
－
史
学
美
術
史
論
文
集
－
』

　
　
第
二
十
五
輯
、
徳
川
黎
明
会
、
一
九
九
六
年
、
一
五
三
～
一
九
八
頁

（
3
5
）
　
松
原
茂
「
源
氏
絵
二
趣
」
、
古
筆
学
研
究
会
編
『
古
筆
と
源
氏
物
語
〈
古
筆
学
叢
林
第
三
巻
〉
』
、
八
木
書
店
、
一
九
九
一
年
、
二
七
三

　
　
～
二
九
七
頁

（
3
6
）
　
前
掲
註
（
2
6
）
①
拙
稿
。
こ
こ
で
は
東
京
国
立
博
物
館
や
東
京
大
学
南
葵
文
庫
、
京
都
府
・
個
人
家
で
所
蔵
さ
れ
る
三
本
の
伝
狩
野
探

　
　
幽
筆
《
百
人
一
首
絵
》
模
本
の
原
本
を
、
萬
治
二
年
（
一
六
五
九
）
四
代
将
軍
・
徳
川
家
綱
の
再
建
江
戸
城
本
丸
御
殿
へ
の
移
徒
と
い

　
　
う
、
事
実
上
の
御
代
始
め
の
盛
儀
に
際
し
て
調
進
さ
れ
た
作
品
と
推
定
し
た
う
え
、
そ
の
絵
画
様
式
や
図
様
構
成
が
一
つ
の
規
範
と
な
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り
、
家
綱
政
権
下
の
最
高
権
力
者
で
あ
る
大
老
・
酒
井
忠
清
の
注
文
に
よ
る
松
井
文
庫
本
や
仙
台
藩
主
・
伊
達
家
旧
蔵
本
《
百
人
一
首

画
帖
》
な
ど
が
制
作
さ
れ
た
過
程
を
検
証
し
た
。

な
お
最
近
、
上
記
三
本
に
加
え
、
も
う
一
本
の
伝
探
幽
筆
模
本
（
京
都
府
・
個
人
蔵
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
本
に
は
「
享

保
十
三
戊
申
年
四
月
念
七
／
此
百
人
一
首
給
正
本
ハ
江
府
御
城
御
手
鑑
也
」
（
傍
点
は
著
者
）
と
い
う
奥
書
が
記
さ
れ
、
伝
探
幽
筆
模
本

の
原
本
が
徳
川
将
軍
家
所
蔵
の
《
百
人
一
首
画
帖
》
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
《
百
人
一
首
画
帖
》
は
、
『
柳
営
御
物
集
』
中

に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宮
内
庁
本
源
氏
物
語
図
屏
風
と
尚
信
筆
模
本
源
氏
物
語
絵
巻
の
関
係
を
念
頭
に
置
く
と
き
、
屏
風
と

い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
形
式
で
表
さ
れ
た
萬
治
二
年
の
百
人
一
首
絵
が
画
帖
と
い
う
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
な
形
式
に
描
き
直
さ
れ
た
可
能

性
も
指
摘
で
き
よ
う
。

付
記
　
図
1
は
『
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
　
雅
と
華
麗
〈
特
別
展
図
録
〉
』
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
、
一
九
九
六
年
）
、
図
2
は
『
調
査
研
究

　
　
報
告
書
　
江
戸
城
本
丸
等
障
壁
画
絵
様
《
図
版
篇
と
（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
八
年
）
、
図
3
は
『
土
佐
・
住
吉
派
　
光
則
・
光
起
・

　
　
具
慶
〈
江
戸
名
作
画
帖
全
集
V
＞
』
（
駿
々
堂
、
一
九
九
三
年
）
、
図
6
は
『
寛
永
の
華
　
後
水
尾
帝
と
東
福
門
院
和
子
〈
特
別
展
図
録
〉
』

　
　
（
社
団
法
人
霞
会
館
、
一
九
九
六
年
）
、
図
7
は
小
林
忠
・
平
山
郁
夫
編
著
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
蒐
蔵
日
本
美
術
選
〈
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
十

　
　
二
〉
』
（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）
、
図
8
は
註
3
4
、
図
9
は
『
英
一
蝶
展
〈
特
別
展
図
録
〉
』
（
板
橋
区
立
美
術
館
、
一
九
八
四
年
）
、
図

　
　
1
0
は
註
3
5
よ
り
転
載
し
た
。

　
　
　
作
品
の
調
査
及
び
図
版
掲
載
に
当
た
っ
て
は
、
池
上
本
門
寺
霊
宝
殿
・
安
藤
昌
就
氏
、
東
京
国
立
博
物
館
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ

　
　
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
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1．右　隻

2．左　隻

3．空　蝉

図1　狩野探幽筆 源氏物語図屏風

　4．須　磨

六曲一双　紙本著色 宮内庁三の丸尚蔵館蔵
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図2　狩野晴川院筆　源氏物語・梅枝図
　（江戸城障壁画）小下絵　紙本淡彩
　東京国立博物館蔵　部分

図1　5．梅枝

図4　狩野筒信筆　源氏物語絵巻模本
　三巻　紙本淡彩　東京国立博物館蔵

　空蝉

Image：TNM　Image　Archives　Source：
http：〃TnmArchives．jp／

州醐卿脚噸騨繍騨脚囁臣［　所

　　　　　　　れ　　　あ　ダ　　　　　　　　　け

図6　源氏物語画帖　一帖　紙本著色
　神宮徴古館蔵　空蝉

図3　住吉如慶筆
　一帖　紙本淡彩
　空蝉

源氏物語画帖
大英図書館蔵

図5　狩野探幽・尚信・安信筆
　源氏物語絵巻模本（篠原探谷模）

　一巻　紙本淡彩　池ヒ本門寺蔵　空蝉
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図8　清原雪信筆　源氏物語画帖　一帖
　紙本著色　徳川美術館蔵　須磨

図7　源氏物語図色紙貼付屏風六曲一一双

　紙本著色　リンデン民俗学博物館蔵
　空蝉

図9　英一蝶筆　源氏物語
　右隻・須磨

須磨・濡標図屏風　六曲一双　紙本著色　日枝神社蔵

図10
　石山師香筆
　源氏絵扇面
　紙本著色

　十枚
　東京国立博物
　館蔵

　須磨


